
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

平成３０年度埼玉の子ども 70 万人体験活動 

● 学校応援団の皆様に整備していただいた敷地内の田んぼを利用 

して代掻き、田植え、稲刈り、脱穀までを行います。 

● 精米した米は、「感謝の会」と称して、後日ご指導いただいた方 

を招き、収穫した米を一緒に食べ、児童からお礼の会を行いました。 

 

● 作物を自ら育てることによって、「生」あるものへの慈しみの

気持ちと食物を大切にしようとする態度が見られました。 

● 農業の大変さ、大切さを知ることができました。また、本校は 

農業地域であることから、地域への関心と愛着を深めることができ
ました。

 

 

● 脱穀の時に、唐箕で殻を取って、白いお米を見た時は、今までの 

苦労を振り返ることができました。これからは食べ物をもっと大切 

にしていきたいと思いました。 

● 普段何も考えないで当たり前のように食べていたお米が、たくさ 

んの苦労をして作っているのがわかりました。 

農業体験 

第４学年 


